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〔学会〕 第 25回千葉泌尿器科集談会
昭和 51年 2月 15日，千葉大学附属病院第一講堂で開
催された。今回は島崎新会長をお迎して始めての集談会
であり，先ず前会長の百瀬剛一名誉教授から御挨拶と新
教授の紹介があった。
最初に血尿に関係ある 3つの演題が発表された。すな
わち，服部義博ら(国立千葉)は 17才男子で肉眼的血
尿の原因として腎腫療が疑われ，腎易リ除術を施行したが
組織学的に腎孟腎炎の像しか認めなかった興味ある症例
である。ついで相川英男ら(県立がんセンター)は無症
候性血尿を主訴とした症例で術前左腎腫療が疑われた
が手術の結果， 腎表面の静脈癌と腎実質内の arterio-
venous shuntが発見された稀有な症例であった。これ
ら2症例は血尿を示す腎疾患としては稀なものである
が，診断上注意しなければならない貴重な症例である。
柳 重行(千大)は 2例の原発性尿管腫療について報告
し，あわせて本邦 445例を集計し統計的検討を加えた。
片海七郎ら(成田日赤)は泌尿器科領域における内視
鏡検査時の悲痛に対しダイピンの注射を行ない血圧には
ほとんど影響がなく鎮痛効果の優れている薬剤であるこ
とを報告した。
外間孝雄ら(国立習志野)は術後の排液に PortVac 
を使用し良好な成績を収めたと報告，今後出血の多い症
例や尿漏の懸念される症例などに使用してみる価値のあ
る方法と考えられる。
ついで尿路感染症に関する演題が発表された。岩間在
美ら(千大)は日常外来診療に追われている医師に簡単
で短時間に判定できる尿中細菌感受性テストとして Dip 
Slide法を紹介した。最近本法に類似した製品がいくつ
か発表されているが，一日も早く良いものができ泌尿器
科のみならず広く臨床的にも応用されることが期待され
る。大塚蒸ら(厚生中央)は前立肥大症手術に伴う勝
脱尿感染を留置カテーテルとの関係から検討しカテーテ 
jレの留置が尿中感染の主因をなすとした。この問題は極
めて重要なことであり， non-touch closed systemな
ども臨床的に実施される傾向にある今日さらに検討を加
えられ感染防止の方向に努力されることを希望する。
勝!附腫療について藤間道夫ら(旭中央)は診断面で二
重造影法をとり上げて発表した。すなわち，水溶性遺影
脅千葉大学医学部泌尿路科学教室
、三h 
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剤 30mlと空気を勝IJ光内に注入し，ジャイロスコープを
用いて多方向より勝脱撮影を行ない，従来勝!出鏡でも明
瞭に確認でき難い腫虜の描出に成功した。本法は大きな
腫療に対する発生部位の確認，腫、虜基部や表面の性状の
解明などに大いに役立つものであるという。このような
立派な研究はさらに症例を重ね将来広く応用できる検査
法になることを願ってやまない。長山忠雄ら(県立がん
センター)は 3例の骨盤内進行癌に対し開創照射を行な
い延命効果のあることを述べた。
人工透折の応用が急速に発展し腎不全患者に新たな光
明を与えていることは周知の事実である。昨年 10月間
輩の吉田豊彦，梶本伸一の両君は人工透折を主とじた京
葉腎センターを開設し，日夜努力されていることは敬服
にあたいするところである。今回梶本は 3カ月間におけ
る当院の透折患者の実態と導入法の工夫などにつき激的
に改善された症例をあげながら詳細に報告した。
排尿障害に関するものとして安田耕作ら(千大)は排
尿機能解明の一助として長年とりくんできた勝脱頚部の
組織学的，生理学的研究を要領よく整理し発表した。す
なわち， カテコラミンや Ch-E染色などを中心に勝脱
筋，勝脱頚部および尿道外括約筋部の解剖学的所見を供
覧し，さらに臨床的に応用されている各種自律神経薬剤
の影響を生理学的に検討し，従来の薬剤投与に対する批
判と将来えの展望を述べた。北村温ら(千大)は胃潰
虜や時息に対する治療薬剤や精神安定剤などが排尿障害
の原因になる可能性のあることを薬理面のみならず多く
の資料をあげて響告した。この問題は会員はもちろん，
これら薬剤を多用する他科の医師にも是非知っておいて
いただ、きたいことである。
ここで一般演題が終り症例検討として 3題提出され活
発な討論が行なわれた。
最後に島崎教授が前立腺癌に関する最近の知見と題し
て長年の研究成果を概説された。特にエストロゲン剤や
ゲスターゲン剤などの抗男性ホ Jレモン療法や放射線療法
など本疾患の治療法の展望を平易に解説されたことは会
員一同に役するところ大であった。氏はこの方面の専門
家であり教室における前立腺癌に関する研究が将来飛躍
的に発展することを期待する。
士 山
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なお，本会の前に運営委員会が開かれ，今後の運営方 今回は発表演題が多かったこともさることながら，会
針として関連各科の医師えの呼びかけや発表内容につい 員諸氏の活発な討論によって予定時刻を大巾に超過した
ても泌尿器科に関する問題のみでなく広く医療に関する が，極めて盛会裡に会を終了したことは本会の今後の発
テーマなども取り上げ，より充実したものにすることな 展を示すものとも考えられ嬉ばしいことであった。 
どが話しあわれた。 (1976. 2. 27受付)
